
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
は
、
今
年
の
７
月
で
設
立
か
ら
１
年

を
迎
え
た
。
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
は
、
原
子
力
産
業
界
全
体

で
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
関
す
る
共
通
課
題

に
取
り
組
む
組
織
と
し
て
、
原
子
力
事
業
者
で
あ
る

電
力
会
社
お
よ
び
メ
ー
カ
ー
が
設
立
し
た
。
あ
ら
た

め
て
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
役
割
と
１
年
の
活
動
を
振
り
返

り
、
今
後
の
抱
負
を
お
伝
え
し
た
い
。

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
役
割

ま
ず
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
８

年
が
経
過
し
た
が
、
今
も
な
お
、
多
く
の
方
々
が
県

内
外
で
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
多
大

な
ご
迷
惑
や
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
を
、

わ
れ
わ
れ
は
片
時
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

電
力
会
社
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、「
原
子
力

発
電
の
リ
ス
ク
に
ゼ
ロ
は
な
い
」
と
考
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
追
加
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
新
規
制
基

準
へ
の
適
合
は
も
と
よ
り
、
自
主
的
な
取
り
組
み
と

し
て
の
リ
ス
ク
低
減
策
も
積
み
重
ね
て
き
た
。
た
だ

し
、
国
内
外
の
新
た
な
知
見
等
を
安
全
対
策
と
し
て

掘
り
下
げ
、
確
実
に
反
映
す
る
取
り
組
み
は
、
必
ず

し
も
十
分
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
う
ち
、
原
子
力
発
電
所
の

安
全
に
関
す
る
共
通
的
な
課
題
に
対
し
て
は
、
電
力

会
社
ご
と
に
行
う
よ
り
も
、
メ
ー
カ
ー
を
含
む
原
子

力
産
業
界
全
体
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
な
が
ら
統
一

し
て
取
り
組
む
方
が
確
実
で
あ
り
効
果
的
だ
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
設
立
し
た
の
が

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
だ
。

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
は
、
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
関

す
る
共
通
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
て
選
定
し
、
電
力
会

社
の
み
な
ら
ず
メ
ー
カ
ー
も
含
め
て
、
知
識
や
経
験

を
有
す
る
産
業
界
の
専
門
家
を
集
め
、
規
制
当
局
と

対
話
し
な
が
ら
技
術
検
討
を
行
い
、
最
も
効
果
の
あ

る
安
全
対
策
を
立
案
す
る
。
ま
た
、
立
案
し
た
安
全

対
策
は
、
独
自
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
も
と
、
会
員
で
あ

る
電
力
会
社
が
集
ま
る
会
議
で
投
票
に
よ
り
決
定
す

る
。
多
数
の
賛
同
が
得
ら
れ
れ
ば
、
全
会
一
致
で
な

く
と
も
決
定
す
る
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
す
べ
て

の
電
力
会
社
に
同
じ
対
策
の
導
入
を
促
す
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
安
全
対
策
や
そ
の
実
施
状
況
は
広

く
公
開
し
、
社
会
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
自
ら

の
活
動
に
反
映
す
る
。

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
は
、
こ
の
１
年
の
活
動
を
通
じ
て
、

原
子
力
産
業
界
で
取
り
組
む
１４
の
重
要
テ
ー
マ
を
特

定
し
、
技
術
検
討
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
１
つ
で
あ

る
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」
は
、
欧
米
の

原
子
力
産
業
界
の
最
新
知
見
を
参
考
に
、
原
子
力
発

電
所
が
遵
守
す
べ
き
自
主
ガ
イ
ド
を
定
め
る
取
り
組

み
で
、
こ
れ
ま
で
に
自
主
ガ
イ
ド
の
骨
子
の
作
成
ま

で
終
え
て
い
る
。
ガ
イ
ド
は
、
完
成
後
す
べ
て
の
電

力
会
社
に
提
示
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
強
化
を
図
っ
て
も
ら
う
。

こ
の
よ
う
に
継
続
的
に
、
自
主
的
な
安
全
対
策
の

実
績
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
原
子
力
発
電
所
の
安

全
性
を
よ
り
高
い
水
準
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

規
制
当
局
と
の
対
話
の
重
要
性

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
の
活
動
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
原
子
力
規
制
当
局
と
継
続
的
に
対
話
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
だ
。
最
新
知
見
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、

原
子
力
産
業
界
だ
け
で
な
く
規
制
当
局
で
も
行
っ
て

原
子
力
の
安
全
性
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み

門
上

英

か
ど
か
み

え
い

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会（
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
）理
事
長
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い
る
。規
制
当
局
は
、国
内
外
の
最
新
知
見
を
調
査
・

分
析
し
、
必
要
な
も
の
は
新
た
に
原
子
力
発
電
所
の

規
制
基
準
に
反
映
し
、
電
力
会
社
に
「
バ
ッ
ク
フ
ィ

ッ
ト
」
と
い
う
か
た
ち
で
対
応
を
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
２
０
２
０
年
度
以
降
、
規
制
当
局
が
新
た
に
導

入
す
る
「
原
子
力
規
制
検
査
」
は
、
原
子
力
発
電
所

の
安
全
確
保
の
実
績（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）に
着
目
し
、

こ
の
維
持
向
上
に
関
係
す
る
事
業
活
動
を
監
視
す
る

の
が
特
徴
だ
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、
効
果
的
に
安
全

性
を
高
め
て
い
く
た
め
に
重
要
な
点
は
、
リ
ス
ク
情

報
に
着
目
し
、
安
全
上
重
要
な
課
題
に
対
し
優
先
的

に
リ
ソ
ー
ス
を
投
入
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
規
制
当
局

と
共
有
し
実
践
し
て
い
く
こ
と
だ
。

米
国
で
は
、
原
子
力
産
業
界
の
代
表
者
で
あ
る
Ｎ

Ｅ
Ｉ（
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会
）が
、
規
制
当
局
で

あ
る
Ｎ
Ｒ
Ｃ（
原
子
力
規
制
委
員
会
）と
の
間
で
技
術

課
題
を
共
有
し
て
、
安
全
上
の
重
要
度
に
着
目
し
、

ど
の
課
題
に
リ
ソ
ー
ス
を
投
入
す
る
こ
と
が
効
果
的

に
安
全
性
を
高
め
ら
れ
る
か
と
い
う
観
点
で
、
継
続

的
に
対
話
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｅ
Ｉ
の
活
動
は
、
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
が

日
本
の
原
子
力
規
制
委
員
会
と
対
話
す
る
関
係
を
構

築
し
て
い
く
う
え
で
も
参
考
に
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ

Ｅ
Ｉ
と
協
力
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
連
携
を
深
め
て

い
る
。
ま
た
、
共
通
的
な
規
制
課
題
に
関
す
る
規
制

当
局
と
の
対
話
は
、
こ
れ
ま
で
は
電
力
会
社
の
団
体

で
あ
る
電
気
事
業
連
合
会
が
担
っ
て
き
た
。
今
年
５

月
か
ら
は
、
原
子
力
産
業
界
全
体
で
専
門
性
を
持
っ

て
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
共
通
の
規
制
課
題

に
対
す
る
規
制
当
局
と
の
対
話
は
、
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
が

原
子
力
産
業
界
の
代
表
者
を
務
め
る
体
制
に
見
直
し

た
。
こ
れ
か
ら
規
制
当
局
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
原

子
力
発
電
所
の
安
全
を
よ
り
効
果
的
に
高
め
て
い
く

こ
と
が
、
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
１
つ
だ
。

今
後
の
抱
負

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
日
本
に
お
い
て
、
電

力
の
安
定
供
給
、国
民
負
担
の
軽
減
、脱
炭
素
化
へ
の

対
応
と
い
っ
た
多
く
の
課
題
に
対
し
て
、原
子
力
発
電

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。
原
子
力
発
電
所
の

安
全
性
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
前
と

比
べ
格
段
に
高
め
ら
れ
て
き
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
が
新
た
な
知
見
に
向
き
合
い
、
さ
ら
な
る

安
全
性
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
、原
子
力
発
電
に
関
す
る
社
会
か
ら

の
信
頼
回
復
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
は
、
原
子
力
の
将
来
を
切
り
拓
く
た

め
、
原
子
力
産
業
界
の
な
か
で
自
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
く
と
い
う
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

図表 ATENAの役割

２０１９年２月１４日に開催したATENAフォーラムでの
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２

対 話

発電所 発電所 発電所

１
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連携

原子力産業界

JANSI

原子力規制委員会

規 制

安全対策の実行

原子力事業者

▲
評価・支援

Society 5.0実現に向けたエネルギー・温暖化対策

2019・829

特集


